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2) 幼若犬の大腿骨果部骨髄内に諸濃度の造影剤 (3.5- ジアセチノレアミノ， 2 ・ 4 ・ 6 トリヨー
ド安息香酸のナトリウム塩およびメチ jレグノレカミン塩の水溶液)ーウログラフインーを10分間隔で反
復注入し，血行障害をおこすにいたる注入回数を検討した。一方，ヘパリンを添加した諸濃度の造影











第 2 部: 1) 幼若犬の大腿骨果部へ一定時間内に流入する血液量を RIHSA を用いて測定すると同
時に，その果部にあらかじめ注入された造影剤の減少曲線を求め，両者の比較を試みた。造影剤減少
曲線から推定された流床単位の血流量と， RIHSA によって測定された流入血量とを比較すると， 両
者はよく一致することが認められる。したがって造影剤の減少曲線から流床単位の血流量を求める方
法は容易であり，しかも信頼度の高いものである乙とが判明した。
2) ヒトの正常側大腿骨頭について造影剤減少曲線が求められ，幼・小児において注入後 2 分間の







影剤をもとめた結果， 40%に稀釈されたウログラフインにへパリンを添加 (0.5mgjcc) したものが，
この目的にかなうことを見出した。
骨髄血流は上記造影剤の活入によって大きくは乱されないことが，血流の指標として RIHSA を用
いた動物実験によりたしかめられた。
さらに RIHSA を用いて幼若犬の大腿骨果部への流入血流量を測定すると同時に，その部における
造影剤減少曲線からも血流量を推定し，両者を比較することによって減少曲線から得られた推定値が
RIHSA をもって測定された値とよく一致することが証明された。
これらの吟味の結果を人体に適用して，幼・小児の正常大腿骨頭エピフィシスの血流量が求めら
れ，その平均値は O.l5ccjminjcc と測定された。なお，成人においても造影剤減少曲線からみた骨
頭血流量の推定値が，臨床的に十分に応用されるものであると証明された。
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論文の審査結果の要旨
血流測定の目的のために，ウログラフインの減少曲線を用いる方法が教室において開拓されて来た
が， 76労では障害を与えることがあり，ヘパリン添加4096 ウログラフインが骨髄に障台を与える乙と
なく，よく血行を表示しうる乙とが第一部において明らかにされた。
一方，造影剤減少曲線を血流測定に用いる方法の裏付けとして，放射性同位元素法による r(n流量測
定を，困難な条件を克服して行ない，両者の比較によって減少曲線から得られた値が信頼に値すると
とを確かめることができた。
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